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第?111篇 鈎虫卵及び東洋毛線虫卵の培養勝化に及ぼす便側条件?
養成績が得られるかとしづ問題も起ってくる。従来
1. 緒
の文献を徴するに，虫卵の抵抗及び生存目数の検討
使側条件として第I編に掲げたうち，排便後培養 を行ったものは，畑地上に撒布された虫卵の成績，
に至る迄の経過時間及びその間の放置温度による培 又は原水・尿尿と共に肥溜或は実験用容器内に，貯
養仔虫数への影響と，培養時の使用便量による影響 溜された虫卵の成績であって，虫卵の殺l戒を主眼と
について検討してみた。? するものが多し以上の問題を培養前の条件とし
て，虫卵の生存を検討したものは無い。私はなるべ
2. 放置時間と放置温度の検討
く採便後の便の状態を，通常の取扱い下において観
通常は排便後なるべく速やかに培養に附すること 察してみた。尚四季に渡って実施したかったが，種
が望ましいとされているが，我々の教室の如く，フ 々の事情の為に平均?190Cの室温と平均十?0.30Cの
イルドワ{グの場合は，現地で探便し研究室ヘ持帰 冷蔵庫内放置において比較した。
るまでに，或る程度の時間を要ーすることが屡々あ わ材料及び方法
る。この様な時，新鮮使と略同様な成績を得るには? (1) 材刺・は昭和?30年?11月?19日午前?7時探取の
排便後何時間以内の便でなければならないか。叉鈎 「ヅJ鈎虫，?rアJ鈎虫，東毛の三種混合寄生者の有
仔虫数の定量はしばらく措くとしても，両鈎虫種の 形イ更を用いた。排{更には，直径?20cm;高さ?14cm
定性試験に堪えるのは，排便後何時間以内の使であ の蓋付金物容器を用い，全便採取後輩をして研究室
るか。等の問題が起ってくる。然して叉その様な時 に運び，?80メッシュの簡にかけて大きし、使f査を取除
に便のおかれる環境条件を如何にすれば，良好な培 き，後充分割箸で、擢持した。その便をごつのハノLン
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温度表? 午後4時測定 最高・最低のl隔を示す。 2)成績
成績は図?m.1に示した。
~ 30 縦軸に発生仔虫数の対数を，
寸25 横軸に培養月日を現した。採
+20 
+15 
十?10
+5 
???????????
便当日の培養発生仔虫数を対
象として以後の菱化を観察し
た。先ず室内放置{更における
瓦法では，?rヅj 鈎虫は排便
。
 ? ? ?? ? ?4十??
?
度?
c-10 

-15 

26 27 28 29 
コツフ。に分けて，シャーレで蓋をして保存した。用
に臨んではその都度割箸で援持して，一定の部位の
便を培養することのない様にした。?
(2) 放置条件としては，室内放置として研究室
の実験台上に上述のコップをおき，その場所の温度
を測定した。冷温放置として略?OOCに調節した電気?
冷蔵庫内に，他の一つのコヅプをおいた。
他の研究員と共同使用の為，冷蔵庫の開閉
には特に制限を加へなかったので，温度の lOOO 
??
安動巾が大きかった。温度は表の如くであ
った。?
温?-5
?
?
共に?LPGの低下が見られた
??
が，? 15日に至っても当初の?
15~1/10の?LPGを算した。
301/XII 2 3 4 「ア」鈎虫は?3日では安化な
いが，以後急激に低下し，?10日

に至って約?1/30に減少し?10日では発生仔虫数皆無

となった。東毛では全期間を通じてやや減少する傾

向はあるが，他の二種と比較すれば低下の勾配はゆ

るやかである。穂紙法の成績についてみると，?rヅJ

鈎虫では?10日目迄当初と菱化なく，?15日で急激に

減少してし、る。「アJ鈎虫では3日より急激に減少

図?m.1 a 瓦培養法における仔虫発生状況
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後 6 日迄は殆んど LPG に~
化なく，その後日数の経過と??
(3) 培養法
第E編に記載したと同様に便を?O.2g瓦
に塗布して培養した。第?1囲培養は採便当
? ? 
  
日の午後?3時に行った。以後培養間隔は?3
日後，?6日後，?10日後，?15日後とした。尚
簡便な方法として，近来用し、ている櫨紙法
100
??
を併行して行った。培養例数は各回各法に
ついて?2例づ?Lである。積紙法は長さ?10 立
cm，巾?2.5cmの長方形の，一方を山型に 、‘?
切ったi慮紙上に，?0.2gの便を塗布し，高さ?
3cm，直径?10cmの遠心管に収め，底にj慮 10 
過水を入れて，?270 C の瞬卵器で培養し，
水の追加に注意した。両法とも培養後?14 
~21 日の間に培養水を採取遠沈し， 洗濯
???????
中の仔虫数を検鏡によって算え，?5倍して?
LPGを計算した。尚培養水の採取遠沈は，?
??
1枚の瓦及び漏紙につき?3回以上行って，
仔虫数を可及的E確に算えた。
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図1II.1 b 憶紙培養法における仔虫発生状況 
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して急な勾阻をなしてし、る。東毛は当初と殆んど~
化なく推移していることが伺われる。
????? 
r次いで冷温放置便における瓦法では， ヅ」鈎虫
では経過日数に伴って急激に減少し， rア」鈎虫で
は更に減少の傾向が著しい。東毛では 6日迄は徐々
に減少し， 10日， 15日で急激に減少している。 j慮紙
法では，各虫種とも瓦法より発生仔虫数が少いが，ほ 
Y平行して減少している。東毛に於ては採便後 15
日目に発生仔虫数が，当初より高い成績を示してい
るので，全体としてみると発生数の愛動はあるが，
減少傾向は認められない。
瓦，漉紙両法を通じて，発生仔虫数が零となった
回数は， 冷温では「ヅ」鈎虫が採便後 15日の穏紙
法， rア」鈎虫では 6日目以後の鴻紙及び 15白日の
瓦法，東毛では 15日目の瓦法で、あった。室温では，
「ヅJ鈎虫，東毛とも零となることなく， rアj鈎
虫では 15目の瓦法が零となった。
以上の結果よりみると， rヅ」鈎虫及び東毛では 
15日間の窒温及び冷温放置で、はどちらかの培養法
に於てなお仔虫の発生を見ることが出来， rア」鈎
虫では冷温 15日放置の場合に仔虫発生が見られな
かった。 
3)者察
鈎虫卵の抵抗力，特に温度並びに排便後経過時間
に対する抵抗力について，研究せるものは比較的観
察例数が少し叉虫種別の明らかでないものが多
く，又卵のおかれた環境条件については必ずしも一
定条件下ではなく，同一に論じられぬ成績が多い。
使内に虫卵を含めたま~ ，虫卵の温度に対する抵
抗力を観察したものとして， Oliver (1910)は便塊
を一夜氷らせ，後 200Cに保つと仔虫発生し， 150 ~ 
17~C の冷室に 10週間貯えても障碍を受けずとし
た。飯豊(1914)は便を試験管に入れて氷結させる
と， 3時間にして仔虫の発生が見られなくなるとし、
った。
叉排便経過時間については， Sti1es (1911)は便
中にて 5カ月生存すると云い，笹岡(1914)は便を
そのま L暗所に放置すると 40日以上経過しでも，
少数乍ら仔虫発生を見るとした。内藤，栃原，濃野 
(1927)は便内の鈎虫卵は発育せず，夏季生存は短
かく，秋季，春季之に次ぎ，冬季は最もながく生存
すると述べている。
その他内藤(1928)は培養瓦に使を塗って，之を 
4.50C __OOCに一夜放置した所全く瞬化するものな
しと云い，最近飯島(1953)等は鈎虫卵 (Ancylas-
tomaと思われるもの〉につし、てi慮紙に含有{更を塗
り，所定温度に放置した結果， -30Cで影響認めら
れ， -50Cでは 12時間以上， -luoCでは 2時間以
上で，虫卵の大部分は正常な発育能力を失う とし、
う。
以との成績が区々であるのは恐らく便性状や醗酵
の程度，便量，容器その他の条件によって外界温度
の虫卵に対する影響に差異を生ず、る為と思われる。
叉その自然力の影響が温度作用と相互的に影響して
いることも考えられるし，叉虫卵自体の抵抗力に関
しても斐動因が存するであろう。
今回著者の試みた試験は，採使より培養に至る経
過を，通常の取扱い下において行ったもので，厳密
な要因分析を行ったものではないの温度条件を大き
くl室温平均 190Cと冷温平均+0.30C に分けたのみ
で，温度の安動については自然の状態に任せた。平
均19.0Cの室温は大体千葉附・近の春，秋の気温に相
当し，平均+0.30Cでは1.2 月の平均気温 5~60C
に比べて更に低い温度である。室温放置の場合は， 
Stiles，笹岡の成積を裏書きし，冷温放置の場合は，
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飯豊，内藤，飯島らの成績に比較すると，長期間の
寒冷の浸襲にも拘らず，比較的長く虫卵が生存して
しる。之は虫卵が便中に保存され， 且つ冷蔵庫内の
温度が愛動に富んでいることも深し、関係があると考
えられる。生態学では，自然において(ほとんどの
温帯地方のように〉正常な状態で斐動するi品度にさ
らされている生物は，一定予斐の温度下では生育が
障碍され，盛に委主計jする温度下では，生育が前者よ
り速進されることが強調されてし、る。本実験の場合
では，制限要因として働くと考えられる冷温の影響
が，温度の愛動によって幾分緩和されているのでは
なし、かと推測される。即ち或る一定冷温を一定時間
作用させて，虫卵が完全に死滅するとしたならば，
その一定温度に虫卵を断続的にさらして，累積して
一定時間に達したとしても，前者と後者の虫卵の生
存発育に及す影響は大なる杭l異が見出されること?L
思われるの
著者の実験によれば生存曲線の勾配は室l町冷泊。
共に，?rアJ鈎虫が最も急であり，?rヅJ鈎虫，東毛?
日を経15慣で、あった。室温では三種とも採便後)1の
過しでも発生仔虫が少数乍ら存在したので，か?Lる
条件下では，定量的には可及的新鮮な便を培養する
ことが望ましいが，定性的にはかなり長時間経過し
た便でもその目的が達せられると考えられる。寒冷
時における便内虫卵の運命については，なほ詳細に
吟味する必要があるが，概ね日本内地の温暖な地方
に於ては，特に尿の乾燥を防ぐならば定性試験は必
ずしも一刻を争う必要は無し、と思う。?
4)小括
同一尿内の「ヅJ鈎虫卵，?rア」鈎虫卵，東毛卵
について，排便後平均?190Cの室温及び平均十?0.30C
の冷温に放置した後，瓦法及びj慮紙法を行った所，
次の結果を得た。
(1) 虫種別では「アJ鈎虫卵，?rヅ」鈎虫卵，東?
債に生存曲線の勾配がゆるやかであり，三種1毛卵の
とも冷温放置による障碍が室温の夫より大きい。?
(2) 放置時聞が?10日に至っても，室温，冷温の
何れも三種の仔虫の発生が見られる。?
(3) 培養方法としては瓦による方が， ~慮紙法に
よるよりも，三種とも発生仔虫数が多かった。東毛
卵の場合は温度別の発生仔虫数の差より培養方法の
別による仔虫数の差の方が大きいようであった。
り大きし、巾がある。従来瓦法を行う時に我々は?1g， 
0.5 gを使用して来た。尿量が多し、時には瓦の周囲の
水が汚染される危険が増加する点と，一定面積の瓦
上に塗布する関係|二便の厚みが増加し，為に虫卵に
対する酸素の供給が思わしくないと推定される点か
ら，如上の尿量ーでは多きに失すると考え，原量の最
適量を吟味し，且つ虫卵密度の小なる場合の検討を
行った。
わ材料及び方法
材料は予め培養検査によって虫種の判定している
便を用い，採便後数時間の後に瓦法を行った。採便
法及び瓦法は 2 と同じで，培養便量を種々~化させ
て発生仔虫数を算定した。便量?0.01gより?0.08gま
での秤量は石崎氏の簡易徴量計を用いた。なおスト
ノーL法による?EPGの算定を同一便で‘行った場合も
ある。検査月日は実験(1)が昭和?30年11月?19日
に培養，実験?(2)が昭和?31年?1月?21日に培養，
実験?(3)が昭和?31年?5月26日に培養した。?
2)成績
(1)使量 0.5gと0.2gにおける発生仔虫数の比
較
通常定量に用いられている?0.5gに対L， 0.2gを
用いて発生仔虫数を算定した結果図?II.2に示した
如くであった。何れも?LPGに換算してある。三虫
種とも?0.2g使用群は?0.5g使用群より発生仔虫数が
多い。?F-testにより，l;(、上の平均値間の差異を検
定すると，rヅ」鈎虫では有意差が認められず，?rアj
鈎虫では有意(危険率5歩合以下)，東毛では有意
(危険率 1%以下〉となった。?
図?m.2 使量?0.2gと0.5gの発生仔虫数
・個々の値 ×平均値?
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3. 培養便量の検討
O.2g O.5g O.2g O:5g 
培養に於ける使用便量は，培養方法によってかな?
[ヅj鈎虫 [アJ.鈎虫
?
??
?
?
? 
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図?m.4 f垣内虫卵密度の小なる?6例における
塗布使量別発生仔虫数
? ? ?
o 0.01 0.05 0.08 0.1 0.3 0.5 各例左より?0.01，0.05，0.1，0.3 gの成績を示す。
便量 点線はストーノL法?EPG 
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図?m.3 b塗布便量別
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(2) 各種便量の比較?
0.5gに対し?0.2gの方が発生仔虫数が多いので，
，0.05，0.08.1，0，0.3，0.5更に便量の段階を細別して?
0.01 gの6通りとした。最少量の?0.01 g はスト ~A
法に於て採取鏡見する便量と同じ量である。本調査
は「アJ鈎虫，東毛の混合保有{更を用し、た。成績は
表?m.3に示す。「アJ鈎虫の?LPGの平均は，便量
0.01及び?0.5gを除き概ねストーノL法による?EPG 
と一致して高く，東毛では便量?0.3gの場合のみが
ストー;].，の?EPGに近似した値を示したが， イ也の
場合は何れも低かった。「ア」鈎虫では便量?0.05，?
0.08，0.1，0.3 g間のに有意差は認められず，?0.01と?
0.1の聞には明らかな有意差が認められたく危険率?
1%以下〉。叉，?0.01と0.5gの比較は分散比が大き
図?m.3 a 塗布便量別 
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くなり検定することは出来なかった。更に?0.1と0.5 
gの間も分散比が大きい為に検定出来なかった。東
毛では?0.08gでは仔虫発生を見ない例が存在した。?
り聞には有意差は認められ0.5 g，0.3.1，0，0.08便量?
ず，? 0.05と0.3の間には有意差が認められた(危険
率?5%以下)00.01と0.3gの問は分散比が大きく検
定することは出来なかった。?
(3) 虫卵密度の小なる場合における便量の検討。
保内虫卵密度が極端に小なる場合，培養便量を少
くすると，仔虫の発生を見ないことが考えられる。
上掲の東毛の例は之に該当する。そこでストーノL法
による?EPGの小さい，都市在住勤務者6例の{更に
ついて，使量を種々に~えて培養してみた。その後
駆虫を行い，駆虫後24時間内排世便の穏過により，
母虫を採集した。成績は図?m.4に示す。ス‘トー ノL
法による?EPGが?300以下の稀薄な虫卵密度を有す
る例があるから，便量が小なる場合は発生仔虫数が
零となる場合が当然予想された。実際に零が出現し
たのは?NO.1の尿量?O.Olg，0.05，No. 2の?0.01，0.05，?
No.3の0.01のいくつかの場合であった。以上の?3
例は?EPGが?100前後である。尿量?O.lg，0.3では全
例零は出現しなかった。使量による発生仔虫数の差
を明確にする為に，各被検者毎の平均仔虫数を?100
として，夫々の便量における発生仔虫数の比率を算
・個々の値 ×平均値
一一ストーノL法?EPG
;:) !o.トNO.3 NO.4 NO.li 
[アJ iアj {ァj r-;/j lァJ [ッJ 
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と段が平均値
表面.1 塗布便量別?LPGの平均 下段( )が各例毎の平均 LPGを10とせる時の比率
E排虫数!弘法瓦警養法にFPFE1!苧0.30.1 I0.5 I戸工?
Nol[J;Lhfa l JぷlJ;Lhiお?(33lア合2♀2+ 
NO21Alぷ?iぷ〉?!J〉J(1卸?10 ア合1♀31+ 
No. 313AKizi(;LK12日〔iお?11331ア合1♀1!-
N04lお?lJU(払?l(i;〉?l(iお?20o ♀31Iグ合3 十?
No 5!(i;L lよ?[(i;Lld:L i(IZ?1200|ア合6♀1I 
N0618〉~~窓口iiij l(iiLjd夜7Fγ 合?0♀ol
平均| 例? | 側? (137) I I 
十
I (10)I15)(く 
出して表?il.1に記入した。各使量に於ける比率の?7.5cmの丸瓦で3寸シャーレに収めるのに適当な
平均値は，尿量0.3gが最も高<，?0.1が之に次ぎ，?0.5大きさである。瓦の周辺を約?1cm残して，全面に
が最も{fく，? 0.1夫よりや?L高し、。之を対応のある 平等になるよう塗布した。著者の成績によれば，
場合の平均値比較として，各使量間の差の母平均?LPG に於て?0.2gより?0.5gが劣った成績を示した?
=0とおいて?F-検定を行った所， 有意差の認めら のは，此の程度の大きさの瓦では?0.5gのイ更を塗布
れたのは?0.1対?0.3，0.5対?0.3で、あったο 表中に すると，便層の厚みがかなり厚くなるので，酸素の供
示した様に全体に分散が大きく，特に便量が小なる 給不良におち入った為と考えられる。又一方尿内虫
程，分散が大きし、。母虫との関係を見ると，雌虫数 卵密度が小さい場合には，便量を減ずるに従って，
は数匹以円であった。 仔虫の発生零の確率が増加するので，便内虫卵密度?
3) 者 察 の小なる場合にも適合する便量を求めて第三の実
培養法において，鈎虫卵の瞬化発育に関与する幾 験を試みた。従来雌鈎虫?1匹当りの使?19中虫卵数
多の環境条件の中でも，温度，水分，酸素の三つは?(EPGPF)については?Stol1(1923)に始まる数人
極めて重要な因子である。酸素量については伊藤 の推定値が示されており，小宮等(1954)は之らを?
(1930)は， 鈎虫卵を室温で瓦培養を行い， 便の表?0.1 g中の推定値に換算して，両鈎虫とも最小推定
層における虫卵の発育は急速に行われるが，深層で 値は?1以下とした。従って?0.1g培養の場合は，そ
は緩漫となり，この時表層を除去して深層を空気に の使内に虫卵を含有しない可能性が存在する。著者
暴露すると，虫卵の発育が急速に開始される。叉嫌 の成積によればストーノL法の?EPGが?10前後の?3
気性培養を開放して，空気と接触せしめると急速に 例に於て，培養便量?0.10.5 gに発生を見なし、場
発育を開始すると述べている。最近大津(1 合があった。 EPGが20以956)も
，
上を示した?3例では少
殆んど同様の結果を得ている。 量の便量の場合にも仔虫発生を認めた。駆虫による l
そこで便の表層と深層に於ける発育の相違がどの 雌卵数の排虫数は前3例と後3例には差がないが前
程度の使層の厚みから生じるか問題となる。即ち使? 3例は産少し抵抗力の弱し、「ア」鈎虫種のみであ
層の厚みと発育速度との画数関係を明らかにする必 った。而してこの僅かな例ではあるが，?rヅ」鈎虫
要がある。然し実際に当つては最適の便層の厚みを は?EPGに比し?LPGが大きい点は，同虫の抵抗力
規定することは，技術的に難しい。ところが塗布面 に関係するのではなか乃うか。一般に少数寄生例
積を略一定にして平等の厚みに塗布するならば，正 で，尿内虫卵密度小なることを予想される場合は，著
常の有形使におレては，上述の厚みの問題を便量の 者の例に倣へば?0.1g以上の便量を用し、るのが安全
問題に帰してもよし、と考えられる。便量は水分量に である。?0.1gを用いれば上述の小宮等の最少推定
鈎虫Jアf実験では2以下に増加する。第10値はを示すから，極端な場合として下Jよって大きし、愛野?
痢便や硬便は該当しないであろう。著者はとの様な の場合は，?0.1及び0.5を除き概ねストーノL法によ
観点からE常使について，一定の大きさの瓦を丹h、 る?EPGと一致して高く，東毛では?0.3の場合のみ
で便量を撞々に斐化させてみた。用いた瓦は直径 が?EPGvこ近似して他の場合よりも高かった。第3 
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実験によっても?0.01，0.05に比べ，?0.1及び?0.3が発 冷温(平均+0.30C)に{更を放置した場合，仔虫の
生仔虫数が多いので，三つの実験を総括して，この 生存曲線の勾配は，? アJ，r 頂にゆるや)1，東毛のJヅr
程度の大きさの瓦を用いる場合の培養便量は，?0.1~ かであり，三種とも冷温による障碍の方が，室温の?
0.3gを用いるのが妥当であると考えられる。 夫より大きかった。?
4) 小 括? (2)これを放置時間から見ると，定量的には可及?
(1) rヅJ鈎虫，?rアj鈎虫，東毛の三虫種卵合 的新鮮な使を用いることが望ましし、が，冷温におい
有便を，大きさ直径?7.5cmの瓦に?0.5g，0.2 gを夫 て?10日を経ても，三種ともなお生存仔虫を認める
々平等に塗布し，型通り培養した所，便?19当りの ので定性的にはかなり長時間経過しでも，その目的
発生仔虫数は三虫種共0.2gの方が多かった。 が達せられる。?
(3)培養便量を種々に斐えて，その便?1g当りの?
便層の厚みを薄くし酸素供給を充分ならしめること
??
発生仔虫数を算定してみると，直径7.5cm程度の
大いさの塗布面積ならば，?0.1 ~0.3 g用し、た場合が?
最も良好であった。
(4)この程度の尿量を用うれば，尿内虫卵密度の
小なる場合にも，仔虫の検出浪れを防ぐことが出来?
る。?
参者支献?
1)内藤・栃原・漉野: 細菌誌，?375，1927. 
2)笹岡: 細菌誌，?224，1914. 
3)内藤: 日微生物病理誌，?22，6，1928. 
4)内藤: 東医新誌，?2580，1928. 
5)飯島外: 日寄誌，?2，1，1953. 
6)オダム: 生態学の基礎，朝倉書!苫，?1956. 
0.08，0.05，0.01 gの6通りとして，?rアJ鈎虫，東毛
各卵含有便を用し、て培養したところ，?rアJ鈎虫の
19当りの発生仔虫数は，?0.5及び?0.01gを除き，他は
概ねストー?A法による?EPGに一致して高かった。?
東毛では?0.3gが?EPGに一致して高く?0.01及び
0.05 g はJ侍に侭かった。
(3) 便内虫卵密度の小なる場合の最適便量を検
討する為に，?EPG 300以下の「ヅ」鈎虫，?rア」鈎
虫の各卵単独保有便6例につし、て， 便量?0.3，0.1， 
0.05，0.01 gの4通りを培養した所，?rア」鈎虫卵の?
EPG 100前後の例では?0.01及び?0.05に於て，発生
仔虫が零となることがあった。叉?19当りの発生仔
虫数は?0.3と0.1に於て高かった。?
(4) 以上の成績より鈎虫卵，東毛卵の培養には，
??
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4. 総 括 12)毛受: 慶応医学，?12，1，1932. 
13)筒井: 台湾医誌，?231，1923. 

鈎虫，東毛の培養法における使側条件として， 14)小県: 大阪医誌，?24，6，1925. 

(1)検便より培養に至るまで，室温(l?90C)及び?
第?IV篇 鈎虫卵の培養鱗化に及ぼす培蓑方法側条件?
Cart (1921)等がある。叉一方?Cort等(1921)の?
1. 緒 言?
Baermaun氏法の改良法，?Fulleeborn (1911)の
古くから鈎虫培養法としては，撞々の方法があ 漏斗法，宇佐美(1919)の寒天培養法，横川(1927)
る。便に多孔性の炭末，土砂等を混合し，空気の流 のBaermaun氏法の改良法，藤井(.1917)の、臆紙培
通を良好にし，且つ{更の腐敗醗酵を防止し，培養 養法，徳川(1954)，福本(1956)の寒天培養法，原
する方法として，?Loose (1896)の獣茨末培養法を 田等(1956)のj慮紙培養法の如く，仔虫採集の簡便
始め，篠原(1908)，宮川(1919)，大平(1915)， 化叉は清浄化を併せて考慮、した培養法もある。我々
??
??
??
，?
?
??????
?????
??
?? ??
???
?? ?
?????????「 ，
「
?
?「?
?
???
?
?
.1，0，0.3，0:5更に便量の段階を細く分けて，(2) 
?????
??
??? ?
???
????
? ?
??
???
????????????? ?。? ???
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が集団的に寄生虫種の鑑別及び寄生濃度等を検査す
る時には，上述の多くの方法はや?L複雑で用いにく
い。最近は広く瓦培養法及び穏紙培養法が使用され?
ている。ここに言う瓦培養法は， 濃野(1927)， 中
路(1931)の論文中に用いられてレるが，創始者は?
明記されてL、なし、。慶応大学寄生虫学教室で姻虫卵?
培養法として用いてし、たものを，奥村，栃両氏によ?
り現在の如く丸瓦に改良されたとしづ。(横浜大学
松崎教授私信による)01慮紙培養法は原田等(1951)
が工夫されたものである。両法は比較的簡便に培養
が行われるが，なお改良吟味する必要がある。私は
瓦培養法について主として培養水(メヂウム〉の検
討を行い。叉瓦培養法とi慮紙培養法の比較並びに，?
両法の特性を考慮、していさ?Lか改良を試みたのでこ?
Lに報告する。?
2. 培養メヂウムの検討
瓦.i慮紙法に於て使用するメヂウムは通常井7}c， 
水道水，蒸溜水等である。水が用いられるのは，鈎
虫卵の瞬化及び仔虫の発育運動に必要な水分の給与
と，仔虫の蒐集の面からである。?
かつて仔虫の発育の促進，或は発育を障碍すると
考えられる原因の除去，といった観点から培養メヂ
ウムを検討した研究は少し、。メヂウムによって培地
内の化学的環境が菱化し，叉メヂウム中に生物群が
混在した為にその増殖代謝に伴う環境の二次的安
化が招来されることもある。我が教室に於ては，
通常井水又は水道水を用いているが，柳沢，矢島等
(1956)に従って，水中で自由生活を営んでいる線
虫類等の混人を防ぐ目的で，必ずj慮紙によるj慮過を?
行っている。
最近原田，福本が(1956)等，仔虫を?0.5%カル
ボー ?l]".と滅菌水で数回洗糠し，ヒドラジッド?20mg
/lcc投入することによって， 比較的仔虫を損傷す
ることなく，無菌的に培養することが出来ると述べ
ているが。之らは仔虫発育後無菌的に生存させ，探
集する方法である。著者は蒸溜水，i慮過7}c，及びフオ
ノレマリン，安息香酸， ペニシリン，ストレプトマイ
シンを夫々蒸溜水に加えてメヂウムとし，その生存
仔虫数を算定し検討を行ってみた。?
1) 材料及び方法?
(1) rヅ」鈎虫，?rアJ鈎虫，東毛の三種虫卵含
有便を採取し，?80メッシユの簡で滞し，充分捜持後
Oo2 gを用い型通り瓦法を行った。検査は昭和?31年
8月2日及び8月?22日の?2回に培養した。
(2) 瓦及びシャーレは?1600Cで?1時間殺菌した
後使用した。?
(3) メヂウムとして，蒸溜水，瀦過水(井水を穏
紙にて癒したもの〉を用い，他に安息香酸0.3%，
0.06%， ホルマ?Pン0.05%，1%， ペニシリン?50μ/
1cc，100μ/1 cc， ストレプトマイシン?50 r/1 cc， 
100 r /1 cc， ペニシリ?γ50μ/1 cc +ストレプトマ
イシン?50 r/1 cc，ペニシリン?100μ/1cc +ストレ
プトマシ?γ100r/1ccを犬々蒸溜水に溶解して用
いた。なお蒸溜水を?pH3.8，7.0に調整したものも
用いた。瞬卵器内にて培養し，適宜夫々のメヂウム
を補って乾燥を防いだ。
(4) pH測定は東洋i慮紙の?pH測定用紙を用い
た。?
(5) メヂウム内の細菌検査は，寒天ヴイヨン培
地を用い， 培養22日，? 25日後のメヂウムについて?
0.5cc中の細菌数を算した。
(6) 検鏡に際しては検査日時による愛動をさけ
る為に，各メヂウムを各検査日にEって検査する様
配置した。
2) 成 績
各メヂウム別の発生仔虫数を表?IV. 1に示した。
三虫種を通じてメヂウム群内の発生仔虫数の斐動が
極めて大きく，それに比してメヂウム聞の恋動が小
さいので，各メヂウム間の差は有意差とは認め難い。
その中でもホルマリン及び、安息香酸は発生仔虫数が
少し成績が不安定である。叉他のメヂウムに比し
て，ホルマリン及び安息香酸に震性仔虫数が多く見?
出された。メヂウムの?pHは，培養前のメヂウムの
pHの如何に拘らず，培養後数時間から?2日間後に
は，?5.2から?6.0までの弱酸性に一定して，以後殆ん
ど動揺を示さなし、。?pHを?3.6に調整した場合の発
生仔虫数は蒸溜水， 漏過水と差がない。叉?pH7.0 
に調整した場合も同様であった。かびは培養2日目
より発生，?1週間後には全例にEって発生し，蒸溜
水，安息香酸で、は瓦上全面に繁殖した場合が多かつ
た。然しかびの発生と仔数との聞には特殊の関係は
認め難し、。メジウムの汚染は，之を着色の程度と，
原生動物の発生状況で観察したが，之らと発生仔虫
数との間には密接な関係は認められなかった。叉細
菌検査成績はメジウム聞に殆んど差異がみられず，
発生仔虫数の間に特定の関係が存在しなかった。?
3)者察?
私はメジウムの検討を，主として培地内を清浄に保?
って，仔虫の瞬化発育を障碍する要因を少くすると
?
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に防腐殺菌剤を添加して用い，通常用????ー??ーー?
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いられる蒸溜水・?j慮過7，Kを対照として
比較してみた。ホルマリンはごく稀薄
な溶液でも蛋白質に作用して，殆んど
不可逆的にそのコロイド状態を斐え
る，強い殺菌防腐作用を有しi現今畑
虫卵培養に?0.5%溶液が用いられてし、
る。安息香酸は?1875年に?Salkowshi
によって，その強し、防腐殺菌力が発見
? ? ?? ???
? ? ? ?
??
?
??。?
????? 
?
??
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????
され，我国では昭和?3年から，防腐剤
として，天然果汁・天然果実密中に?
0.06%以下に添加することが許可され
ている。ぺこシリ?Yはグラム陽性球菌
及びある種のグラム陰性菌に対する強
し、抗菌力を有し，叉ストレプトマイシ
シは結核菌・ジフテリー菌・肺炎双球菌
の如きグラム陽性菌の他にグラム陰性
の大腸菌・赤痢菌・淋菌等に対し強い抗
菌力を有する。現今細菌学では，培地
内にペニシリシ?100μ/1ccとストレ
プトマイシン?100r/1 ccを合せて投
入し，雑菌の繁殖を防いでいると云
う。著者もそれにならってメジウムに
添加してみた。かくて各メジウム毎の
発生仔虫数を算定してみたところ，上
述の如き成績を得た。即ち，ホルマリ
ン，安息香酸はや?L発生仔虫数を減
じJ然も仔虫の定性像が多く見出され
た。 ペニシリルストマイ，及びその混
合液に於ては，蒸溜水・?j慮過7.Kと発生
仔虫数その他の諸点について，何ら異
る成績は示されなかった。従って今回
の成績では，この程度の防腐殺菌剤の
添加において，添加しない蒸溜水.1，慮
過7.Kと大差なかった。即ちこの程度の
防腐殺菌剤の添加では，添加による効
果は認められなし、。ひるがえって考え
れば鈎仔虫，東毛仔虫の癖化発育に
は， メジウム内の細菌叢，かび，原生
動物等の発生の影響は概して大きくは
常者 ないと考えられる。これは鈎仔虫及び
主語
モ司?
ばコ
制
負担
t-Q 
ム4
トJ，ミ，?
ベ
-t
tト
明、
側
?
ト
や? ???????????
?
??
? ? ? ?  ?
?
???? 。??????
??????。?? ??
?
??
 
?
???????
?

? ?
? ? ? ? ? ?  
??????
?? ????「?」 
? 
? ? ?
? 
?
??????????  
?「
???
? 

?
? ?。????? 
?
?
??
。 ? 
?

??ー ?ー 
?
? ? ?  
?
?? 。。? 。。。? 。 ???????  
?
?  
? 
?

? ? ? ?  
?

?? ? ?
? ? ? ? ???
???? 。 ?

東毛仔虫の発育は畑虫と異なり，急速
に営まれて癖化し，水中に移行するの
予ミ? で，尿の醗酵，細菌及びかびの発生等
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表?IV.1 b 各種メヂウム
蒸 溜? J息7k j慮過水 ホノレマリ シ
? 
pH 5.4 5.8 5.0 3.5 
濃? 1 1% 1 0.5% 0.06% 
シャーレ番号?11 2 3 4 5 6 7 9 10 11 Ul 13 14 15ば17 18 19判21 22 23 24。。。。。。。0 40 103 50 25発「アザ」生鈎仔鈎仔 数虫? |l 32 66 46 65 72 85 139711l 71 79 88 79j
27 49 38 司。。。 。。。虫 (70.6) (79.3) (0) (0) (54.5) 数虫 | 22 34 38 28 21 19 34q 
1 
虫? (28.5) (36.5) (0) (0) (17.8)。 。? 。?。。。 。。。?1 0 1. 2 3 1 2 2，1 3 2 2 10 
書生仔虫菱| (2.5) (1.5) (0) (0) (1.0) 
安性像出現|? l一一++-1 +一+-1 
守 日45 454器重p量H1翌日?|5d6U5d6U 5M45d4唾? 5υ4565454156u56u56υ56υl15d45山 叩?65145……545d;Ai!4日?fi 日424:日o4a 
4日目? 5.8 5.8 5.6 6.0 5.8 5.8 5.8 615.6 5.6 5.6 5.61 5.8 5.8 5.6 5.81 5.6 5.6' 5.6 5.61 5.8 6.0 5.8 5.8 
+1+十+1-*-~I+ -+ -1 液汚染|土+-+十土++;土?
原生動物出現| 十十 +十+|
かび発生|件特件件++件件?1+十件?+1
細菌発生| 十 十 +件( +十十1十
の影響を，あまり受けないとしづ推論もある程度可 素の影響を考慮すべきであるが，今井田(1956)に
能と考えられる。卵の贈化発育と細菌の問題は， よれば普通の水道水中の?0.5ppm程度では仔虫への
工awrence (1948)は， プラジ、ル種の感染仔虫への 影響はないとしづ。今回私の使用した水には塩素は
発育に細菌の混在が必要であるとし，?Weinstein 含まれていないことを附記しておく。?
(1944)は「ヅJ鈎虫，犬鈎虫において無菌飼育を の小 括
行うと，感染仔虫にまで発育すると云い，?Mccoy 鈎虫，東毛卵の瓦培養法において， メジウムとし、?
(1930)は仔虫の発育時には細菌を栄養物として摂 て，通常用いられる蒸溜水，穏過水と，安息香酸?0.03
， ペニシリシ1%，0.5%:/ y， ホノレマ0.06%%，は被嚢するまでは外界956)取すると述べ，宮川(1?
から栄養をとるとしているが，今後更に吟味さるべ 50μ/1 CC， 100μ/1 CC， ストレプトマイシン?50μ/ 
き問題であ為う。 1CC，100μ/1 ccペニシリユ/50μ/1cc +ストレプト
蒸溜水を用いる点については，大型の水生生物の マイシン?50r/1 CC， ペニシリシ?100μ/1cc +スト
混入をさけることが出来るが，原内の菌叢，培養操 レプトマイシ?γ100μ/1 ccを夫々蒸溜水に添加じ
作等を考慮すると，井水・水道水より優れたメジウ て用いたところ
ムとは思われない。むしム井水・水道水を穏過して (1) 三虫種を通じて，メジウム群内の発生仔虫
用うれば，大型生物は除去出来，手軽で経済的であ 数の~動が極めて大きく，夫に比して，メジウム間
ると思う。我々の経験によると水中線虫類が混入す の安動が小さかった。
ると種類によっては急速に増殖して，鈎仔虫，東毛? O その中でもホルマリ::/，安息香酸を用いた場
仔虫は発育生存を阻害され，斐性が速進される。叉 合は，発生仔虫数が少く，他に比して仔虫の愛性像
か?Lる自由生活線虫を，鈎仔虫，東毛仔虫と誤って が多く見出された，
判定する危険も存するので，井水・水道水は必ず、j慮? (3) ペニシリ ::/，ストレプトマイシン及び、その
過する必要がある。かつて大平(1915)が培養試養 混合液においては，蒸溜水.~慮通水と発生仔虫数そ
の錯誤について土壌線虫の混入を報じたが，瓦培養 の他の諸点について，殆んど同じ成績を示した。
においては土砂を用いないから，土壌線虫の混入の? (4) 従って特殊の無菌的培養を目的とする場合
危険性は極めて少し、。 を除いては，蒸溜水・水道水・癒過水を以て充分な
なお，水道水を用いる場合，消毒用に使用する塩 培養成績があげられる。
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による発生仔虫数
呑 酸|ペニシリシ?ιE1 二ィ_J ぺ?-J ス?
0附? 100μ¥ 50μ¥ 1 |i;;f| 認ff I
38 7361 35 34 3判3130 29 2~27 625 52 51 50 48¥-49 47 46 541 43 241 401 39 
附附
1533u|61fAg刊5852882161ag38i8852g3916335g円58!Z522 
10523mi323g26128fA3211233gu1482Ag門29ag39l22fA522 
2 ぷ口11Jiijo-P ぷ〕1-11-7Jij47I1ーム)5-~-71-f三iJij011 よら1 1 
+一一利一一+-|-一一一|一一+-1-十一?-1一一一一1-朴?
JL三一二1 王二長土↓土三+*瓦41:工千子tlギ土干ιr-+工L司工?J
4一二三十|一一十十|二二土[一三ニゴ一一一十一?+1一一一十?
1+ + + +十十件1++件1++件土件1++十件+ +[ +千++1+件特
し-~百+ -Itj *j *ι| 山*排?
(5)井水・水道水は大型の水中生物を除会する 等によれば，培養後「ヅj 鈎虫は 70~72 時間で，
為に穏過して用いることが必要であり，蒸溜水に比 「アj鈎虫は? 時間82-80時間で，東毛は-7674
べれば手軽で経、済的である。 で第三期仔虫に発育し水に移行するとし、うので，?3一
日後，?5日後，?7日後に引上げ、た。叉鴻紙法におい
3. 培養方法の検討 ては乾燥を防ぐ為にプム栓をほどこすが，之が紙片
現在広く鈎虫，東毛卵の培養に用いられている瓦 をやわらかくし，繊維の落下の原因となるので，栓
法と憶紙法について，その比較検討を定量的に行つ を用し、ない場合も試みてみた。
た業績はない。瓦法は従来の方法に比べると，.器具 最後に両法の長所を取り入れて，立瓦を工夫して
が簡単で消毒再生が手軽に出来，集団的に寄生虫種 みたので、大方の御批判と追試をお願いしたい。
の鑑別を検査するのに適してしら。然し培養メジ? 1) 材料及び方法
ウム中に沼集した仔虫を定量的に採集する時には，? 41〉実験工
瓦の周囲の水をピペットで採取するばかりでなく， 目午前7時に採取19年 11月30実験材料は昭和?
更に清浄水を加えて充分洗糠ーしなければならないの
で，検査時聞を多く必要とする。鴻紙法は，材耕は
廉価で，水面に抜き出た漉紙片を引き上げて，尿塗布?
面の裏側を上方から清浄水を落して洗糠すれば，よい
ので，仔虫の採取は簡便である。然し穏紙片がやわ
した。「ヅJ鈎虫，?rアj鈎虫，東毛卵の三種含有有
形便で，同日午後3時培養に附した。よく捜持し，?
0.2g及び0.5g宛秤量して，瓦法と癒紙法を実施し
た。瓦は直径7.5cm，厚さ1.5cmの素焼瓦で， 尿
塗布後，シャーレに収め，?i慮過水を瓦の高さの?8分
028

メジウム中に紙の繊維が落下し，繊維群が検鏡時の の長方形の，一方を山形紙は長さ?10cm，巾?25cm
視野に現れて，仔虫の算定に支障を来すことがあり， に切り，便塗布後直径3cm，高さ?10cmの遠心管
時には仔虫の変性像とまぎらわしいこともある。今 に入れ，漉週水を約?5c加えて，向上の贈卵器に収
両方法上の特徴を考慮に入れつい両法における発 めた。その時便の塗布面が，水にふれぬ様注意し
日間で，時々漏過水を補給し，21た。培養日数は生仔虫数を比較したのが，本章の成績である。更に?
漏紙法の場合，繊維の落下をなるべく少くする為 瓦や鴻紙が乾燥することのない様充分注意した。瓦
に，培養中の穏紙を引き上げてみた。松崎(192) 法においてはメジウムの採取遠沈を3回繰返して，
らかし、ので，水にぬれた場合には損傷しやすい。叉 自にそふぎ，蓋をして，? Cの贈卵器に収めた。?i慮
戸以，-82- 千 葉 ぅι
沈澄を検鏡し，憶紙法はi慮紙片を引上げて，原塗布
面の裏側を癒過水で洗糠して遠沈検鏡した。?
(2) 実験?E
実験材料は，昭和?31年?2月?29日午前?7時採取の
「ヅJ鈎虫，? iア」鈎虫， 東毛卵の三種含有有形便
で，よく捜持後，?0.2 g宛秤量して同日午後?3時培養
に附した。培養方法は実験工に準じ，穏紙法では，
外に遠心管にゴム栓を施した場合と，その場合j慮紙
片を培養後?3日，? 7日自に除去した三通りについて
行った。?
(3) 実験直
実験材料は昭和?31年?10月?20日午前?8時採取の
「ヅj鈎虫卵含有有形便で，よく撹持後?0.1g宛秤量
して同日午後?3時培養に附した。培養方法は実験工
?
に準じて瓦法と，下記の如き著者の工夫した瓦法を
行った。便宜的に前者を丸瓦法と呼び，後者を立瓦
法と呼ぶことにする。即ち立瓦法は，憶紙法のj慮紙
を瓦にして代行したもので， 立瓦の形態は図?IV. 1 
の如く主した。(遠、沈管に収めた図〉?
(4) 実験百
丸瓦法と立瓦法を更に吟味する為に，昭和?31年?
12月?12日午前?7時採取の，?iグj鈎虫含有の有形便
を用いて，同日午後?4時より下記の培養を行った。
実験?E に準じて丸瓦法と， 立瓦法， 及び立瓦法の
遠心管にゴム栓を施した場合と，後二者に於て，立
瓦を培養?5日目に除去した場合の?5通りである。便
はよく捷持し，?0.2 g宛秤量して用いた。?
当士会 奈佐 ロI仏、 第?34巻?
2) 成 績
(1)実験I
成績は図百.?2に示した。便量?0.2gについて見
ると，?iヅJ鈎虫においては瓦法?162.0，源紙法?91.3
で瓦法は大分発生仔虫数が多い。?fアj鈎虫では瓦
法?360.6，~慮紙法 92.2 で瓦法が断然多い。東毛でも
瓦法?51.6，穏紙法?17.8で全く同様の成績を示した。
之等を?F-testで検定すると，?iヅj 鈎虫群では危
図百.1. 著者の考案による立瓦
(中央の凹面に便を塗布する〕
上

高
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図 IV.5. 
険率1%以下， iアJ鈎虫群でも危険率1%以下で
有意差をもって，瓦法の発生仔虫数が高いことが認
められた。東毛では有意差が認められなかった。原
量0.5gでも全く同様の結果であった。
一一ストール EPG
• 
• 
• 
x 
• 
-x 
• 
• 
• 
x 
• 
• 
×平均値，
• 
a 
-個々 の{直，
??
?
40 
20 
丸瓦と立瓦無栓及び立瓦有栓，及び後二者の培養
5日後立瓦除去試験の結果は図 IV. 5に示した。虫
種は「ヅ」種である。各群の例数が少いので，立瓦
先手、栓法と同5日除去法，立瓦有栓法と同5日除去法，
夫々の聞に有意差が認められないことを確認して，
同一集団として合計平均してみた。それによれば，
便 0.2g中の発生仔虫数は丸瓦法165，立瓦無栓法
152.3，立瓦有栓法は98.3であった。丸瓦と立瓦無栓
との間には有意の差が認められない。立瓦無栓と立
瓦有栓法は5%以下の危険率で有意，丸瓦と立瓦有
栓法は1%以下の危険率で有意差が認められた。
有立五除
栓瓦日去
有立
栓瓦
無立五除
栓瓦日去
無立
後瓦
丸
瓦
。
(2) 実験 E
図IV. 3に示した如き成績を得た。三虫種とも瓦
法が穏紙法より発生仔虫数多く，憶紙法では無栓群
が高く，有栓群及び有栓7日後除去群が之に次ぎ，
有栓3日後除去群が最少値を示した。 i~>"J 鈎虫で
は，瓦法が他法より危険率1%以下で有意に高く，
憶紙法の中では，無栓群は有栓3日除去群と，危険
率1%以下で有意であったが，無栓群，有栓群，有
栓 7日除去群との聞には有意差は認められなかっ
た。「アJ鈎虫群では瓦法は他法より発生仔虫数は
高いが， イ也法の母分数が大きい為に F-検定は行え
なかった。 i慮紙法の中では，解、栓群は有栓群より，
危険率1%以下で有意に高かったが，有栓7日除去
群との聞には有意差はなく，叉有栓群と 7日除去群
との間ビも有意差はなかった。 3日除去群は他群と
母分散が異なる為検定出来なかった。
東毛では瓦法， i慮紙無栓群，有栓群の三者間に有
意差なく，有栓3日除去群は他群と何れも 1%以下
の危険率で有意差をもってf尽く，有栓7日除去群は
瓦法との間に5%以下の危険率で有意差が存した。
(3) 実験直
丸瓦法と立瓦法を比較すると， 図耳. 4の如くで
あった。「グJ鈎虫で試験したが，丸瓦の 0.1g中発
生数は 54，立瓦は39で立瓦法が低いが， 之をF検
定すると，有意差は認められなかった。
(4) 実験百
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3)者察
瓦法とj慮紙法を，発生仔虫の定量的観察において
比較すると，明らかに瓦法がi慮紙法に優れている。
4) 小 子舌
(1)瓦法及び癒紙法について， rグj鈎虫， rアJ
鈎虫，東毛卵の混合保有便を 0.2g， 0.5 g宛培養し
その要因として考えられることは‘尿塗布面の湿潤 たところ，便量に拘わらず瓦法は漏紙法保有よりも
状態と，培養メジウムの汚染状況であろう。著者の 発生仔虫数が多かった。
観察によれば，容器に栓をしない場合には，穏紙片 (2) . 1.慮紙法では， ゴム栓を施した場合は，然ら
は比較的乾し、ており，栓を行うと充分湿潤状態が保 ざる場合より，三虫種とも発生仔虫数が少なかっ
たれている。然し後者では漏紙片が損傷され易<， た。なお有栓の場合， メジウムの汚染を防ぐ為培養
繊維が落下してメジウムの汚染が増加する。叉紙片 後 3日目と 7日目に漏紙片を除去したところ， 3日
が垂直になっている関係で湿潤の場合には尿成分が 除去群では発生仔虫数極めて少く， 7日除去群では，
メジウムヘ移行する危険が大である。即ち湿潤状態 除去しない有栓群より発生仔虫数が多かったが，無
を保つことは望ましい条件ではあるが，その状態が 栓群には及ばなかった。
障害因子となって働くと考えられる。叉栓を施すこ (3) 丸瓦法は，仔虫算定の目的の為には優秀な
とによって，丸瓦法のシヤ{レ内より，空気の流通 方法であるが， 1.慮紙法の培養操作に比べると，洗糠
は悪くなると考えられるが，之によって酸素不足を に時間を要するので，両者の長所をとり入れて著者
来すか否かは再考の余地があろう。次に培養途上 は立瓦法を工夫した。
':0， 1慮紙片を除去してみた。ところが3日後の除去 (4) 丸瓦法と立瓦法を比較すると，発生仔虫数
では極めて発生仔虫数が少なかった。松崎等によ は大差なく，培養操作の面では立瓦法が優れてい
っても， 3日で、は充分に仔虫移行が行われ難いこと た。
は予想されたが，この方法での3日間では，仔虫の (5) 立瓦法では無栓群は有栓群より発生仔虫数
水中移行が全く充分でないと考えられる。特に東毛 が明らかに多かった。 5日目に立瓦を除去した群と
について然りである。 7日目除去では明らかに 3日
目除去より好成績であって， rヅJ，rア」両鈎虫で
は，有栓で漏紙片を除去しない群より，僅かながら
発生仔虫数が多かった。
除去しない群との聞には差が認められなかった。
4.総括
鈎虫，東毛卵の培養法において，培養方法側の条
立瓦法はj慮紙法の操作簡便なる点を生かして，そ 件の検討を，メジウムと培養法の二点から行った。
の欠点たるメジウムの汚染を防ぐ為に，立瓦をもっ (1) 二三の殺菌防腐剤並びに抗生物質を稀釈し
てj慮紙片に代えたものである。実験TI，lVによれ てメジウムとし，外に蒸溜水，穏過水を対照として
ば丸瓦法と大差ない成績を得た。立瓦は櫨紙片より 用いたところ，前者の成績は必ずしも良好でなく，
厚く，含水性に富んでいるので使塗布面は湿潤し， 従って無菌的培養を目的とする特殊の場合を除い
然も上に述べた如き汚染が少いのでか Lる成績を得 て，通常は憶過水を用いることによって充分な培養
たと考えられる。之によって操作はすこぶる簡便と 成績が挙げられる。
なり，従って検査能率は上昇する。丸瓦に比し，塗 (2) 通常使用される丸瓦法と j慮紙法について，
布面積が狭し、ので匙状に一面をえぐって，表面積を 同一使を用いてその発生仔虫数を比較すると常に瓦
広くした。叉それによって便の落下を防がんとし 法が優れていた。
た。然し余りに響曲が強い時には，便を塗布するの (3) 従来の丸瓦法は仔虫算定の目的の為には優
に不便であるから注意を有する。大体この程度の立 秀な方法であるが，i.慮紙法の培養滋作に比べると，洗
瓦の大いさでは尿量0.2g以上を塗布することは，sI際 線に時間を要するので，両者の長所をとり入れて著
化率を低下させる要因となると考えられる。今後更 者は立瓦法を工夫した。
に便量については検討を試みる必要がある。 (4) 丸瓦法と立瓦法を比較すると，発生仔虫数
立瓦法でも，穏紙法の場合と同じく，有栓群の発 に於て大差なく，培養操作の面では立瓦法が優れて
生仔虫数が少いので，実際には栓を用いない方がよ いたので，特に集団について培養を行う場合に，立
し、。叉5日目に立瓦を除去しても仔虫数の聞に差が 瓦法は有効な方法と考えられる。
なかったが，瓦を除去した後は培養水を増加するこ
とが出来るので，管理が簡単になる利点がある。 摘筆するに当り，終始御懇篤なる御指導主御校関
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